別紙-１　猛禽類調査業務（仮称）

第1節　業務内容
1-1 　計画準備
受注者は、調査に先立ち、過年度調査結果を十分確認したうえで、的確な調査が実施できるよう業務計画を立案し、業務計画書を作成するものとする。

1-2 　計画策定
　1.　受注者は、本調査の実施に必要な地点等の情報を把握するため、猛禽類調査の開始までに現地踏査を実施するものとする。
　2.　現地踏査では、調査地点の設定を行うとともに、各調査地点における状況の把握を行うものとする。なお、調査地点は8地点を想定している。
　3.  現地踏査の結果を踏まえ、現地調査計画書を策定し、監督員に提出するものとする。

1-3 　猛禽類現地調査
重要な猛禽類等（クマタカを含む猛禽類等）の生息分布等の把握のための定点調査（１地点につき１名配置）及び移動調査（１地点につき１名配置）を行うものとする。調査時期は下表とし、連続4日間の調査を想定している。
	調査時期
	実施回数

	・求愛期（12月）　　　 
・造巣期（1月～2月）　
・抱卵期（3月～4月）
・巣内育雛期（5月～6月）
・巣外育雛期（8月～10月）
	1回
1回
2回
2回
1回

	
	（合計）7回












	調査地点
	調査時期
	備考

	A地点
	1.2年目
	定点調査

	B地点
	1.2年目
	定点調査

	C地点
	2年目
	定点調査

	D地点
	2年目
	定点調査

	E地点
	2年目
	定点調査

	F地点
	2年目
	移動調査

	G地点
	2年目
	定点調査

	H地点
	2年目
	定点調査



1-4 　調査結果とりまとめ
1． 調査結果に基づき飛翔図・指標行動図・個体識別票等の作成や繁殖状況等の整理を行う。また、クマタカ以外に確認された希少猛禽類等についても、飛翔図等を記入し整理するものとする。
2． 受注者は、専門的知見に基づく考察・評価を含め、調査結果をとりまとめるものとする。

1-5　 報告書作成
　　　上記の各項目についてとりまとめ、報告書を作成するものとする。



以　　上
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	別紙-2　歩掛見積

	
	単位
	主任技師
（人）
	技師（A）
（人）
	技師（B）
（人）

	計画準備
	式
	
	
	



	
	単位
	主任技師
（人）
	技師（A）
（人）
	技師（B）
（人）
	技師（C）
（人）
	技術員
（人）

	計画策定
	式
	
	
	
	
	



	
	単位
	技師（B）
（人）
	技師（C）
（人）
	技術員
（人）

	猛禽類現地調査（定点調査）
	地点・日
	
	
	


※猛禽類現地調査（定点調査）は、1地点・1日分の猛禽類調査（定点調査）を実施するにあたり必要とする技術者の職種に対して、1
名分のみご記載をお願いいたします。

	
	単位
	技師（B）
（人）
	技師（C）
（人）
	技術員
（人）

	猛禽類現地調査（移動調査）
	地点・日
	
	
	


※猛禽類現地調査（移動調査）は、1地点・1日分の猛禽類調査（移動調査）を実施するにあたり必要とする技術者の職種に対して、1
名分のみご記載をお願いいたします。




	
	単位
	技師長
（人）
	主任技師
（人）
	技師（A）
（人）
	技師（B）
（人）
	技師（C）
（人）
	技術員
（人）

	調査結果
とりまとめ
	地点・回
	
	
	
	
	
	


※調査結果とりまとめは、1地点・1回（連続4日）の調査結果を整理するのに必要な人員の記載をお願いします。

	
	単位
	技師（A）
（人）
	技師（B）
（人）
	技師（C）
（人）
	技術員
（人）

	報告書作成
	式
	
	
	
	


　　※報告書作成は、全調査（計70（地点・回））を実施した場合の報告書作成に必要な人員の記載をお願いします。
    ※調査は各地点毎で1年（求愛期12月～巣外育雛期10月）の間に7回実施するものである。	

（想定数量）
・計画準備 1 式
・計画策定1 式
　※調査地点は計8地点で、2年間実施が2地点、1年間実施が6地点です。
・猛禽類現地調査（定点調査）252地点・日（計9地点（1年目2地点、2年目7地点）を７回（連続4日）実施）　
・猛禽類現地調査（移動調査）28地点・日（1地点を７回（連続4日）実施）
・調査結果とりまとめ70地点・回
・報告書作成 1 式
